























第Ⅰ部の理論的検討は第 1 章から第 5 章までであった。お金に関する論考を紹介した後





の整理（第 3 章）と，お金に対する態度の関連研究の整理（第 4 章）を行った。概念の整
理では，既存の 8 尺度について吟味し，内容を整理した。関連研究では，就業領域と購買





第Ⅱ部の実証的検討は，第 6 章から第 8 章までであった。第 6 章ではお金に対する信念
の測定尺度の開発を行った。お金に対する信念の内容を文章完成法によって収集し整理し








また，同一の協力者に 3 週間の間隔を設けた 2 度の調査を実施することによって，再検












































































Vohs, Mead, & Goode（2006）などの研究では，対人関係の視点を取り入れていたことか
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ら，本研究でも検討することが望ましかったであろう。第三は，強迫的な買い物行動など
の不適応的な要素との関連について扱わなかったことである。第四は，規定因について触
れなかったことである。お金に対する信念の規定因としては，本人の経済的な環境や経済
的な体験，養育者の影響などが想定される。以上を限界点として挙げ，今後の課題とした。 
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